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記念式典

記念式典

記念式典

　４月で開業１００年を迎えたＪＲ烏山線。「鉄道の日」である10月14日（土）には、烏山駅前広場を
メイン会場に烏山線開業１００周年を祝う催しが開かれ、たくさんの人でにぎわいました。
    今月号では、記念イベントの様子をお伝えします。

　４月で開業１００年を迎えたＪＲ烏山線。「鉄道の日」である10月14日（土）には、烏山駅前広場を
メイン会場に烏山線開業１００周年を祝う催しが開かれ、たくさんの人でにぎわいました。
    今月号では、記念イベントの様子をお伝えします。

　

本
号
で
は
、こ
れ
ま
で
に
庁
舎
整
備
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
で
お
伝
え
し
た
こ
と
も
含

め
、第
１
回
か
ら
第
６
回
ま
で
の
委
員
会
で
の
検
討
内
容
を
振
り
返
り
な
が
ら
、候
補

地
が
３
箇
所
に
絞
り
込
ま
れ
た
検
討
の
プ
ロ
セ
ス
を
お
伝
え
し
ま
す
。

烏山線敷設に尽力した（故）川俣英
夫氏、（故）髙田耘平氏、（故）新井萬
吉氏に感謝状が贈呈され、ご子孫
の皆さんに手渡されました（写真
左）。また、サプライズとして烏山
線にも感謝状が贈呈され、東日本
旅客鉄道（株）の森明大宮支社長に
贈られました（写真右）。

災害ボランティアチーム龍ＪＩＮが「未来の
烏山線アキュムと私たちの那須烏山市」を
テーマに作品を募集。市内の児童から457
点の応募があり、70人が入賞しました。
市長賞に石原りみさん（烏山小５年）、副市長
賞に伊藤穂純さん（荒川小６年）、教育長賞に
齋藤大貴さん（烏山小６年）、ＪＲ特別賞に雫
礼央人さん（荒川小５年）が選ばれ、川俣純子
市長らから表彰状を受け取りました。

アキュム絵画コンテスト表彰アキュム絵画コンテスト表彰
「銀河鉄道999」を両校合同で演奏。来場者
は美しい音色に聴き入っていました。

烏山高校・南那須中吹奏楽部烏山高校・南那須中吹奏楽部

市職員の有志によるバンド演奏。今回が初
ステージでしたが、「銀河鉄道999」と「ルパ
ン三世のテーマ」で会場を盛り上げました。

なすかぱらだいすオーケストラなすかぱらだいすオーケストラ

「毘沙門天」など３曲を演奏し、迫力満点の
太鼓の音を響かせました。

ふるさと太鼓保存会ふるさと太鼓保存会

感謝状贈呈感謝状贈呈

ＪＲ烏山線開業１００周年を
みんなでお祝いしました！
ＪＲ烏山線開業１００周年を
みんなでお祝いしました！

新
庁
舎
の
候
補
地
が

３
箇
所
に
絞
り
込
ま
れ
ま
し
た

第
６
回
庁
舎
整
備
検
討
委
員
会
を
開
催

■現庁舎の現状と課題
烏山庁舎 南那須庁舎 保健福祉センター 水道庁舎

総合政策課、まちづくり課、
総務課、税務課、市民課、
商工観光課、会計課

市民課南那須分室、
農政課、都市建設課、
教育委員会、議会事務局

健康福祉課、こども課 上下水道課

財源は、庁舎整備基金や市有
施設整備基金をはじめ、令和
４年度末時点で「40億円＋
α」を確保しています。
※＋αとは、合併特例債（約
10億円）、財政調整基金
（約27億円）を
指します。

・未耐震、老朽化
・エレベータ未設置など
バリアフリー不十分
・非常用電源設備未整備

・未耐震、老朽化
・エレベータ未設置など
バリアフリー不十分
・非常用電源設備未整備

・施設の長寿命化
・非常用電源設備からの
供給が限定的

・新耐震構造だが老朽化
・現庁舎及び隣接浄水場の
豪雨時における浸水対策

2,039㎡（2階建+塔屋） 3,026㎡（3階建） 3,076㎡（1階建） 498㎡（2階建）

昭和36年築
（47年、61年増築）

築後62年

昭和51年築
築後47年

平成12年築（新耐震）
築後23年

平成5年築（新耐震）
築後30年

庁
舎
整
備
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
Ｖ
Ｏ
Ｌ
．７

　

現
庁
舎
の
現
状
や
課
題
を
再
認
識
し
た

う
え
で
、
新
庁
舎
の
整
備
の
必
要
性
に
つ

い
て
議
論
し
、
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

□
現
庁
舎
の
課
題

　

烏
山
庁
舎
と
南
那
須
庁
舎
は
、
耐
震
性

の
不
足
に
よ
り
震
度
６
を
超
え
る
大
地
震

の
際
、
倒
壊
ま
た
は
崩
落
す
る
危
険
性
が

高
い
。

□
な
ぜ
、
新
築
が
必
要
？

　

現
庁
舎
の
改
修
・
補
修
補
強
で
は
、
耐

震
化
の
確
実
性
が
な
い
な
ど
、
十
分
な
課

題
解
決
が
困
難
。
ま
た
、
改
修
し
た
と
し

て
も
、
近
い
将
来
に
は
、
新
築
建
て
替
え

が
必
要
。

■
確
認
し
た
内
容

・「
防
災
」
お
よ
び
「
ま
ち
づ
く
り
」
の
拠

点
と
な
る
庁
舎
整
備
は
、
そ
の
他
公
共

施
設
と
の
複
合
化
を
視
野
に
新
築
整
備

す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

・
数
十
年
先
の
未
来
を
見
据
え
た
「
新
た

な
ま
ち
づ
く
り
」
と
連
携
し
た
一
体
的

な
庁
舎
整
備
が
重
要
で
あ
る
。

　

第
１
回
委
員
会
で
の
確
認
事
項
を
踏
ま

え
、「
今
後
の
庁
舎
方
式
の
あ
り
方
」
等

の
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

□
今
後
の
庁
舎
方
式

　

合
併
以
降
、
暫
定
的
に
採
用
し
て
い
た

「
分
庁
方
式
」
は
多
く
の
弊
害
が
あ
る
。

□
庁
舎
整
備
の
場
所

　

都
市
機
能
と
の
連
携
、
効
率
性
、
交
通

ア
ク
セ
ス
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

□
地
域
の
窓
口
サ
ー
ビ
ス
機
能

　

住
民
の
利
便
性
へ
の
配
慮
や
、
有
事
の

際
に
も
機
能
す
る
必
要
が
あ
る
。

■
確
認
し
た
内
容

・
原
則
、
１
箇
所
に
庁
舎
を
集
約
す
る
本

庁
方
式
が
望
ま
し
い
。

・
新
本
庁
舎
は
、
烏
山
地
区
に
新
築
で
整

備
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

・
南
那
須
地
区
に
は
、地
域
の
窓
口
サ
ー
ビ

が
効
率
的
。

■
確
認
し
た
内
容

・
水
道
庁
舎
は
、
浸
水
対
策
を
含
む
改
修

を
行
っ
た
う
え
で
、
今
後
も
現
在
の
場

所
で
存
続
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
。

・
新
庁
舎
の
規
模
は
、保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

を
最
大
限
利
用
し
た
案（
延
べ
床
面
積
概
ね

５
，
７
０
０
㎡
）が
望
ま
し
い
。

・
駐
車
場
面
積
は
、
災
害
対
策
本
部
に
参

集
す
る
職
員
分
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
を
含

め
再
度
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
す
る
。

　

第
３
回
委
員
会
で
の
確
認
事
項
を
踏
ま

え
、
駐
車
場
面
積
を
再
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
し
、
再
算
定
し
ま
し
た
。

□
駐
車
場
面
積

　

非
常
時
の
迅
速
な
対
応
を
見
据
え
、
来

庁
者
用
駐
車
場
は
、
災
害
対
策
本
部
に
参

集
す
る
職
員
分
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
を
確
保

す
る
必
要
が
あ
る
。

■
確
認
し
た
内
容

・
駐
車
場
面
積
は
、
４
，
０
０
０
㎡
と
す

る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

・
職
員
駐
車
場
は
、
近
接
敷
地
の
利
活
用

も
視
野
に
、
基
本
構
想
と
は
別
に
検
討

す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

・
必
要
敷
地
面
積
は
、
２
階
建
て
で
７
，

５
３
５
㎡
、
３
階
建
て
で
６
，
４
９
０

㎡
と
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

　

第
４
回
委
員
会
で
は
、
事
務
局
が
抽
出

し
た
９
箇
所
の
候
補
地
に
つ
い
て
、
客
観

的
な
基
準
に
よ
る
評
価（
１
次
評
価
）を
行
い

５
箇
所
に
絞
り
込
み
、
現
地
調
査
を
行
う

こ
と
と
し
ま
し
た
。
な
お
、
委
員
か
ら
１

箇
所
の
候
補
地
の
追
加
提
案
が
あ
り
、
第

５
回
委
員
会
で
検
討
す
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。

　

第
５
回
委
員
会
で
は
、
委
員
か
ら
追
加

提
案
の
あ
っ
た
１
箇
所
に
つ
い
て
１
次
評

価
を
行
っ
た
結
果
、
現
地
調
査
の
対
象
に

加
え
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
計
６
箇
所
の

候
補
地
に
つ
い
て
現
地
調
査
を
行
い
、
各

候
補
地
の
状
況
把
握
を
行
い
ま
し
た
。

　

第
６
回
委
員
会
で
は
、
６
箇
所
の
候
補

地
に
つ
い
て
、「
総
合
計
画
と
の
整
合
」「
利

便
性
」
等
の
項
目
に
つ
い
て
の
各
委
員
の

知
見
に
よ
る
評
価（
２
次
評
価
）を
行
い
、
３

箇
所
の
候
補
地
を
選
定
し
ま
し
た
。

　

次
ペ
ー
ジ
で
は
、
候
補
地
選
定
の
プ
ロ

セ
ス
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

※

第
４
回
〜
第
６
回
の
委
員
会
は
、
非
公

開
で
開
催
し
ま
し
た
。
そ
の
理
由
は
、
新

庁
舎
の
候
補
地
は
民
有
地
を
含
ん
で
お
り
、

個
人
情
報
保
護
に
配
慮
す
る
必
要
が
あ
り
、

ま
た
、
各
委
員
の
自
由
闊
達
な
意
見
交
換

を
担
保
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
で
す
。

ス
機
能
を
配
置
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

・
烏
山
庁
舎
お
よ
び
南
那
須
庁
舎
は
、
本

庁
舎
移
転
後
に
解
体
撤
去
し
、
跡
地
を

有
効
活
用
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

・
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
、
今
後
も
利
活

用
し
、
窓
口
サ
ー
ビ
ス
機
能
と
避
難
所

機
能
を
兼
ね
た
運
用
が
望
ま
し
い
。

・
水
道
庁
舎
は
、
本
庁
舎
へ
集
約
す
る
か
、

現
在
の
場
所
で
存
続
さ
せ
る
か
、
引
き

続
き
検
討
す
る
。

　

第
２
回
委
員
会
で
の
確
認
事
項
を
踏
ま

え
、
水
道
庁
舎
の
利
活
用
を
再
整
理
し
た

ほ
か
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
活
用
方
法

を
踏
ま
え
、
新
庁
舎
の
規
模
に
つ
い
て
検

討
を
行
い
ま
し
た
。

□
水
道
庁
舎
の
利
活
用
を
再
整
理

　

庁
舎
が
離
れ
て
い
て
も
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
を

活
用
し
災
害
対
策
本
部
と
の
連
携
が
可

能
。
安
定
し
た
水
の
供
給
を
図
る
た
め
に

も
、
浸
水
対
策
が
必
要
。

□
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
活
用
方
法

　

南
那
須
地
区
に
お
け
る
窓
口
サ
ー
ビ
ス

機
能
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
本
庁
舎
に

な
く
て
も
別
な
場
所
で
運
営
が
可
能
で
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
へ
の
影
響
が
少
な
い
組
織

と
し
て
、
教
育
委
員
会
を
配
置
す
る
こ
と

第
１
回　

現
庁
舎
の
現
状
お
よ
び
新
庁

　
　
　
　

舎
整
備
の
必
要
性

第
３
回　

水
道
庁
舎
の
利
活
用

　
　
　
　

新
庁
舎
の
規
模
の
想
定

第
２
回　

今
後
の
庁
舎
方
式
の
あ
り
方
等

第
４
回　

駐
車
場
面
積
の
再
想
定

第
４
回
〜
第
６
回

　
　
　
　

新
庁
舎
の
候
補
地
の
選
定

▲第１回委員会の様子

か
っ
た
つ
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記念式典

　４月で開業１００年を迎えたＪＲ烏山線。「鉄道の日」である10月14日（土）には、烏山駅前広場を
メイン会場に烏山線開業１００周年を祝う催しが開かれ、たくさんの人でにぎわいました。
    今月号では、記念イベントの様子をお伝えします。

　４月で開業１００年を迎えたＪＲ烏山線。「鉄道の日」である10月14日（土）には、烏山駅前広場を
メイン会場に烏山線開業１００周年を祝う催しが開かれ、たくさんの人でにぎわいました。
    今月号では、記念イベントの様子をお伝えします。

　

本
号
で
は
、こ
れ
ま
で
に
庁
舎
整
備
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
で
お
伝
え
し
た
こ
と
も
含

め
、第
１
回
か
ら
第
６
回
ま
で
の
委
員
会
で
の
検
討
内
容
を
振
り
返
り
な
が
ら
、候
補

地
が
３
箇
所
に
絞
り
込
ま
れ
た
検
討
の
プ
ロ
セ
ス
を
お
伝
え
し
ま
す
。

烏山線敷設に尽力した（故）川俣英
夫氏、（故）髙田耘平氏、（故）新井萬
吉氏に感謝状が贈呈され、ご子孫
の皆さんに手渡されました（写真
左）。また、サプライズとして烏山
線にも感謝状が贈呈され、東日本
旅客鉄道（株）の森明大宮支社長に
贈られました（写真右）。

災害ボランティアチーム龍ＪＩＮが「未来の
烏山線アキュムと私たちの那須烏山市」を
テーマに作品を募集。市内の児童から457
点の応募があり、70人が入賞しました。
市長賞に石原りみさん（烏山小５年）、副市長
賞に伊藤穂純さん（荒川小６年）、教育長賞に
齋藤大貴さん（烏山小６年）、ＪＲ特別賞に雫
礼央人さん（荒川小５年）が選ばれ、川俣純子
市長らから表彰状を受け取りました。

アキュム絵画コンテスト表彰アキュム絵画コンテスト表彰
「銀河鉄道999」を両校合同で演奏。来場者
は美しい音色に聴き入っていました。

烏山高校・南那須中吹奏楽部烏山高校・南那須中吹奏楽部

市職員の有志によるバンド演奏。今回が初
ステージでしたが、「銀河鉄道999」と「ルパ
ン三世のテーマ」で会場を盛り上げました。

なすかぱらだいすオーケストラなすかぱらだいすオーケストラ

「毘沙門天」など３曲を演奏し、迫力満点の
太鼓の音を響かせました。

ふるさと太鼓保存会ふるさと太鼓保存会

感謝状贈呈感謝状贈呈

ＪＲ烏山線開業１００周年を
みんなでお祝いしました！
ＪＲ烏山線開業１００周年を
みんなでお祝いしました！

新
庁
舎
の
候
補
地
が

３
箇
所
に
絞
り
込
ま
れ
ま
し
た

第
６
回
庁
舎
整
備
検
討
委
員
会
を
開
催

■現庁舎の現状と課題
烏山庁舎 南那須庁舎 保健福祉センター 水道庁舎

総合政策課、まちづくり課、
総務課、税務課、市民課、
商工観光課、会計課

市民課南那須分室、
農政課、都市建設課、
教育委員会、議会事務局

健康福祉課、こども課 上下水道課

財源は、庁舎整備基金や市有
施設整備基金をはじめ、令和
４年度末時点で「40億円＋
α」を確保しています。
※＋αとは、合併特例債（約
10億円）、財政調整基金
（約27億円）を
指します。

・未耐震、老朽化
・エレベータ未設置など
バリアフリー不十分
・非常用電源設備未整備

・未耐震、老朽化
・エレベータ未設置など
バリアフリー不十分
・非常用電源設備未整備

・施設の長寿命化
・非常用電源設備からの
供給が限定的

・新耐震構造だが老朽化
・現庁舎及び隣接浄水場の
豪雨時における浸水対策

2,039㎡（2階建+塔屋） 3,026㎡（3階建） 3,076㎡（1階建） 498㎡（2階建）

昭和36年築
（47年、61年増築）

築後62年

昭和51年築
築後47年

平成12年築（新耐震）
築後23年

平成5年築（新耐震）
築後30年

庁
舎
整
備
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
Ｖ
Ｏ
Ｌ
．７

　

現
庁
舎
の
現
状
や
課
題
を
再
認
識
し
た

う
え
で
、
新
庁
舎
の
整
備
の
必
要
性
に
つ

い
て
議
論
し
、
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

□
現
庁
舎
の
課
題

　

烏
山
庁
舎
と
南
那
須
庁
舎
は
、
耐
震
性

の
不
足
に
よ
り
震
度
６
を
超
え
る
大
地
震

の
際
、
倒
壊
ま
た
は
崩
落
す
る
危
険
性
が

高
い
。

□
な
ぜ
、
新
築
が
必
要
？

　

現
庁
舎
の
改
修
・
補
修
補
強
で
は
、
耐

震
化
の
確
実
性
が
な
い
な
ど
、
十
分
な
課

題
解
決
が
困
難
。
ま
た
、
改
修
し
た
と
し

て
も
、
近
い
将
来
に
は
、
新
築
建
て
替
え

が
必
要
。

■
確
認
し
た
内
容

・「
防
災
」
お
よ
び
「
ま
ち
づ
く
り
」
の
拠

点
と
な
る
庁
舎
整
備
は
、
そ
の
他
公
共

施
設
と
の
複
合
化
を
視
野
に
新
築
整
備

す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

・
数
十
年
先
の
未
来
を
見
据
え
た
「
新
た

な
ま
ち
づ
く
り
」
と
連
携
し
た
一
体
的

な
庁
舎
整
備
が
重
要
で
あ
る
。

　

第
１
回
委
員
会
で
の
確
認
事
項
を
踏
ま

え
、「
今
後
の
庁
舎
方
式
の
あ
り
方
」
等

の
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

□
今
後
の
庁
舎
方
式

　

合
併
以
降
、
暫
定
的
に
採
用
し
て
い
た

「
分
庁
方
式
」
は
多
く
の
弊
害
が
あ
る
。

□
庁
舎
整
備
の
場
所

　

都
市
機
能
と
の
連
携
、
効
率
性
、
交
通

ア
ク
セ
ス
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

□
地
域
の
窓
口
サ
ー
ビ
ス
機
能

　

住
民
の
利
便
性
へ
の
配
慮
や
、
有
事
の

際
に
も
機
能
す
る
必
要
が
あ
る
。

■
確
認
し
た
内
容

・
原
則
、
１
箇
所
に
庁
舎
を
集
約
す
る
本

庁
方
式
が
望
ま
し
い
。

・
新
本
庁
舎
は
、
烏
山
地
区
に
新
築
で
整

備
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

・
南
那
須
地
区
に
は
、地
域
の
窓
口
サ
ー
ビ

が
効
率
的
。

■
確
認
し
た
内
容

・
水
道
庁
舎
は
、
浸
水
対
策
を
含
む
改
修

を
行
っ
た
う
え
で
、
今
後
も
現
在
の
場

所
で
存
続
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
。

・
新
庁
舎
の
規
模
は
、保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

を
最
大
限
利
用
し
た
案（
延
べ
床
面
積
概
ね

５
，
７
０
０
㎡
）が
望
ま
し
い
。

・
駐
車
場
面
積
は
、
災
害
対
策
本
部
に
参

集
す
る
職
員
分
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
を
含

め
再
度
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
す
る
。

　

第
３
回
委
員
会
で
の
確
認
事
項
を
踏
ま

え
、
駐
車
場
面
積
を
再
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
し
、
再
算
定
し
ま
し
た
。

□
駐
車
場
面
積

　

非
常
時
の
迅
速
な
対
応
を
見
据
え
、
来

庁
者
用
駐
車
場
は
、
災
害
対
策
本
部
に
参

集
す
る
職
員
分
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
を
確
保

す
る
必
要
が
あ
る
。

■
確
認
し
た
内
容

・
駐
車
場
面
積
は
、
４
，
０
０
０
㎡
と
す

る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

・
職
員
駐
車
場
は
、
近
接
敷
地
の
利
活
用

も
視
野
に
、
基
本
構
想
と
は
別
に
検
討

す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

・
必
要
敷
地
面
積
は
、
２
階
建
て
で
７
，

５
３
５
㎡
、
３
階
建
て
で
６
，
４
９
０

㎡
と
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

　

第
４
回
委
員
会
で
は
、
事
務
局
が
抽
出

し
た
９
箇
所
の
候
補
地
に
つ
い
て
、
客
観

的
な
基
準
に
よ
る
評
価（
１
次
評
価
）を
行
い

５
箇
所
に
絞
り
込
み
、
現
地
調
査
を
行
う

こ
と
と
し
ま
し
た
。
な
お
、
委
員
か
ら
１

箇
所
の
候
補
地
の
追
加
提
案
が
あ
り
、
第

５
回
委
員
会
で
検
討
す
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。

　

第
５
回
委
員
会
で
は
、
委
員
か
ら
追
加

提
案
の
あ
っ
た
１
箇
所
に
つ
い
て
１
次
評

価
を
行
っ
た
結
果
、
現
地
調
査
の
対
象
に

加
え
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
計
６
箇
所
の

候
補
地
に
つ
い
て
現
地
調
査
を
行
い
、
各

候
補
地
の
状
況
把
握
を
行
い
ま
し
た
。

　

第
６
回
委
員
会
で
は
、
６
箇
所
の
候
補

地
に
つ
い
て
、「
総
合
計
画
と
の
整
合
」「
利

便
性
」
等
の
項
目
に
つ
い
て
の
各
委
員
の

知
見
に
よ
る
評
価（
２
次
評
価
）を
行
い
、
３

箇
所
の
候
補
地
を
選
定
し
ま
し
た
。

　

次
ペ
ー
ジ
で
は
、
候
補
地
選
定
の
プ
ロ

セ
ス
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

※

第
４
回
〜
第
６
回
の
委
員
会
は
、
非
公

開
で
開
催
し
ま
し
た
。
そ
の
理
由
は
、
新

庁
舎
の
候
補
地
は
民
有
地
を
含
ん
で
お
り
、

個
人
情
報
保
護
に
配
慮
す
る
必
要
が
あ
り
、

ま
た
、
各
委
員
の
自
由
闊
達
な
意
見
交
換

を
担
保
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
で
す
。

ス
機
能
を
配
置
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

・
烏
山
庁
舎
お
よ
び
南
那
須
庁
舎
は
、
本

庁
舎
移
転
後
に
解
体
撤
去
し
、
跡
地
を

有
効
活
用
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

・
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
、
今
後
も
利
活

用
し
、
窓
口
サ
ー
ビ
ス
機
能
と
避
難
所

機
能
を
兼
ね
た
運
用
が
望
ま
し
い
。

・
水
道
庁
舎
は
、
本
庁
舎
へ
集
約
す
る
か
、

現
在
の
場
所
で
存
続
さ
せ
る
か
、
引
き

続
き
検
討
す
る
。

　

第
２
回
委
員
会
で
の
確
認
事
項
を
踏
ま

え
、
水
道
庁
舎
の
利
活
用
を
再
整
理
し
た

ほ
か
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
活
用
方
法

を
踏
ま
え
、
新
庁
舎
の
規
模
に
つ
い
て
検

討
を
行
い
ま
し
た
。

□
水
道
庁
舎
の
利
活
用
を
再
整
理

　

庁
舎
が
離
れ
て
い
て
も
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
を

活
用
し
災
害
対
策
本
部
と
の
連
携
が
可

能
。
安
定
し
た
水
の
供
給
を
図
る
た
め
に

も
、
浸
水
対
策
が
必
要
。

□
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
活
用
方
法

　

南
那
須
地
区
に
お
け
る
窓
口
サ
ー
ビ
ス

機
能
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
本
庁
舎
に

な
く
て
も
別
な
場
所
で
運
営
が
可
能
で
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
へ
の
影
響
が
少
な
い
組
織

と
し
て
、
教
育
委
員
会
を
配
置
す
る
こ
と

第
１
回　

現
庁
舎
の
現
状
お
よ
び
新
庁

　
　
　
　

舎
整
備
の
必
要
性

第
３
回　

水
道
庁
舎
の
利
活
用

　
　
　
　

新
庁
舎
の
規
模
の
想
定

第
２
回　

今
後
の
庁
舎
方
式
の
あ
り
方
等

第
４
回　

駐
車
場
面
積
の
再
想
定

第
４
回
〜
第
６
回

　
　
　
　

新
庁
舎
の
候
補
地
の
選
定

▲第１回委員会の様子

か
っ
た
つ

3 広報なすからすやま 2023.12

地
域
の
情
報

ま
ち
か
ど
リ
ポ
ー
ト

お
知
ら
せ

市
政
情
報

普
及
啓
発

特
集



候
補
地
選
定
の
プ
ロ
セ
ス

　

第
３
次
総
合
計
画
で
は
、
烏
山
市
街
地

を
新
本
庁
舎
等
の
行
政
機
能
を
含
め
た
都

市
機
能
を
誘
導
す
る
「
都
市
活
動
拠
点
エ

リ
ア
」
に
位
置
付
け
て
い
ま
す
。
ま
た
一

部
の
市
議
会
議
員
か
ら
は
、
神
長
地
区
も

候
補
地
の
一
つ
と
し
て
検
討
す
べ
き
と
の

意
見
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
踏

ま
え
、Ｊ
Ｒ
烏
山
駅
か
ら
概
ね
２
㎞
圏
内
を

候
補
地
抽
出
エ
リ
ア
に
設
定
し
ま
し
た
。

　

抽
出
エ
リ
ア
の
中
か
ら
、
本
庁
舎
や
そ

の
他
公
共
施
設
の
整
備
に
必
要
な
一
団
の

土
地
と
し
て
確
保
が
可
能
な
候
補
地
と
し

て
、
事
務
局
が
抽
出
し
た
９
箇
所
に
、
委

員
か
ら
追
加
提
案
の
あ
っ
た
１
箇
所
を
加

え
た
10
箇
所
を
抽
出
し
ま
し
た
。

❶
烏
山
庁
舎
、
❷
烏
山
図
書
館
周
辺
、
❸

中
央
公
園
、
❹
山
あ
げ
会
館
周
辺
、
❺
金

井
一
丁
目
地
内
、
❻
Ｊ
Ｒ
烏
山
駅
周
辺
、

❼
す
く
す
く
保
育
園
周
辺
、
❽
那
須
烏
山

消
防
署
周
辺
、
❾
市
営
神
長
住
宅
周
辺
、

県
立
烏
山
高
等
産
業
技
術
学
校
跡
地
周
辺

　

敷
地
面
積
が
足
り
る
か
、
建
築
基
準
法

に
よ
る
土
地
利
用
等
の
制
限
に
該
当
し
な

い
か
、
敷
地
内
に
災
害
ハ
ザ
ー
ド
エ
リ
ア

に
指
定
さ
れ
た
エ
リ
ア
が
あ
る
か
等
、
客

観
的
な
基
準
に
よ
る
評
価
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
次
の
６
箇
所
に
つ
い
て
、
現

地
調
査
の
う
え
、
２
次
評
価
を
行
う
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

❸
中
央
公
園
、
❺
金
井
一
丁
目
地
内
、
❻

Ｊ
Ｒ
烏
山
駅
周
辺
、
❼
す
く
す
く
保
育
園

周
辺
、
❾
市
営
神
長
住
宅
周
辺
、

県
立

烏
山
高
等
産
業
技
術
学
校
跡
地
周
辺

　

６
箇
所
に
つ
い
て
、
現
地
調
査
に
よ
る

状
況
把
握
を
行
い
ま
し
た
。

　

２
次
評
価
に
当
た
っ
て
は
、
次
の
５
項

目
の
視
点
に
基
づ
き
、
各
委
員
に
よ
る
事

前
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
ま
し
た
。

総
合
計
画
と
の
整
合（
都
市
活
動
拠
点
エ
リ
ア

の
形
成
に
寄
与
す
る
か
）

利
便
性（
都
市
機
能
や
他
の
官
公
署
と
の
近
接
状

況
、
道
路
や
公
共
交
通
機
関
に
よ
る
ア
ク
セ
ス
性
）

経
済
性（
工
事
に
要
す
る
期
間
お
よ
び
事
業
費
）

実
現
性（
現
地
調
査
等
に
基
づ
く
土
地
利
用
上
の

制
約
）

将
来
性（
本
市
に
お
け
る
課
題
解
決
の
実
現
、
そ

の
他
公
共
施
設
と
の
連
携
に
よ
る
効
率
化
）

　

そ
の
結
果
、
重
要
視
す
べ
き
と
の
回
答

が
多
か
っ
た
「
総
合
計
画
と
の
整
合
」

「
利
便
性
」
「
将
来
性
」
の
視
点
や
、
各

委
員
か
ら
出
さ
れ
た
意
見
を
踏
ま
え
な
が

ら
、
総
合
的
な
評
価
を
行
っ
た
結
果
、
次

の
３
箇
所
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

❸
中
央
公
園

❺
金
井
一
丁
目
地
内

❻
Ｊ
Ｒ
烏
山
駅
周
辺

■
委
員
か
ら
の
意
見

・
地
方
自
治
法
第
４
条
第
２
項（
地
方
公
共
団

体
の
事
務
所
の
位
置
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
住

民
の
利
用
に
最
も
便
利
で
あ
る
よ
う
に
、
交
通
の
事

情
、
他
の
官
公
署
と
の
関
係
等
に
つ
い
て
適
当
な
考

慮
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
）の
規
定
を
十
分

に
踏
ま
え
、
利
便
性
や
将
来
性
を
第
一

に
考
え
た
候
補
地
選
定
が
必
要
。
そ
の

後
に
行
う
候
補
地
の
更
な
る
絞
り
込
み

に
際
し
て
は
、
経
済
性
や
実
現
性
の
視

点
が
重
要
に
な
る
。

・
Ｊ
Ｒ
烏
山
線
の
存
続
や
中
心
市
街
地
の

活
性
化
は
本
市
に
お
け
る
喫
緊
の
課

題
。
国
が
推
進
す
る
コ
ン
パ
ク
ト
シ

テ
ィ
の
実
現
や
Ｊ
Ｒ
烏
山
線
を
活
用
し

た
ま
ち
づ
く
り
の
検
討
が
必
要
だ
。

・
庁
舎
だ
け
で
な
く
、
そ
の
他
公
共
施
設

を
含
め
た
「
ま
ち
づ
く
り
の
グ
ラ
ン
ド

デ
ザ
イ
ン
」
を
描
い
た
う
え
で
合
意
形

成
を
図
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
公
共
施

設
再
編
に
関
す
る
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
行
い
な
が
ら
、
答
申
と
し
て
ま
と
め

て
い
く
べ
き
で
、
丁
寧
に
進
め
た
方
が

良
い
。

　

今
後
は
、
３
候
補
地
の
経
済
性
や
実
現

性
を
精
査
し
な
が
ら
、
基
本
構
想（
素
案
）の

検
討
を
進
め
る
と
と
も
に
、
そ
の
他
公
共

施
設
の
再
編
に
関
す
る
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
行
い
、「
ま
ち
づ
く
り
の
グ
ラ
ン
ド
デ

ザ
イ
ン
」
の
検
討
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

抽
出
エ
リ
ア
の
設
定

1.
候
補
地
の
抽
出

2.

１
次
評
価（
第
４
回
委
員
会
）

3.
現
地
調
査（
第
５
回
委
員
会
）

4.

２
次
評
価（
第
６
回
委
員
会
）

5.

▲現地調査の様子

　庁舎整備検討委員会の会議資料や会議録、庁舎整備ニュースレターのバックナン
バーは、市ホームページで確認できます。また、庁舎整備に関するご意見については、
住所・氏名・連絡先をご記入のうえ、メールで下記あてお送りください。
■問合　総合政策課庁舎整備推進室　
　　　　Ｅメール：sohgohseisaku@city.nasukarasuyama.lg.jp

■候補地に関するデータ一覧（抜粋）

面積
（災害警戒
区域を除く）

土地所有

利便性

市有地

約19,500㎡
（約15,600㎡） 約7,400㎡ 約13,400㎡

民有地 市有地および民有地

❸中央公園 ❺金井一丁目地内 ❻ＪＲ烏山駅周辺

総合計画
との整合

将来性

▲市ホームページ

候補地  位置図▶候補地  位置図▶

アクセス道路が整備されれば、
ＪＲ烏山駅～那須南病院～烏山
高校を結ぶ南北の都市ネット
ワークが形成され、利便性が向
上するとともに、回遊性の高い
市街地形成が期待される。

ＪＲ烏山駅や山あげ会館、商工
会に近接するほか、周辺は商業
施設等も集積しているため、コ
ンパクトシティの形成が期待さ
れる。

ＪＲ烏山駅を中核とした都市計
画事業を展開することで、周辺
の再整備をはじめ、その他公共
施設の集約化が期待される。ま
た、ＪＲ烏山線の存続に寄与す
ることが期待される。

各都市機能や他の官公署が徒歩
圏内にある。
ＪＲ烏山駅から約1.2km
最寄りのバス停から約120m

都市活動拠点エリア内に位置し
ている。

各都市機能や他の官公署が徒歩
圏内にある。
ＪＲ烏山駅から約0.5km
最寄りのバス停から約270m

各都市機能や他の官公署が徒歩
圏内にある。
ＪＲ烏山駅が隣接
最寄りのバス停が隣接

都市活動拠点エリア内に位置し
ている。

都市活動拠点エリア内に位置し
ている。

(１)(２)(３)(４)(５)
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候
補
地
選
定
の
プ
ロ
セ
ス

　

第
３
次
総
合
計
画
で
は
、
烏
山
市
街
地

を
新
本
庁
舎
等
の
行
政
機
能
を
含
め
た
都

市
機
能
を
誘
導
す
る
「
都
市
活
動
拠
点
エ

リ
ア
」
に
位
置
付
け
て
い
ま
す
。
ま
た
一

部
の
市
議
会
議
員
か
ら
は
、
神
長
地
区
も

候
補
地
の
一
つ
と
し
て
検
討
す
べ
き
と
の

意
見
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
踏

ま
え
、Ｊ
Ｒ
烏
山
駅
か
ら
概
ね
２
㎞
圏
内
を

候
補
地
抽
出
エ
リ
ア
に
設
定
し
ま
し
た
。

　

抽
出
エ
リ
ア
の
中
か
ら
、
本
庁
舎
や
そ

の
他
公
共
施
設
の
整
備
に
必
要
な
一
団
の

土
地
と
し
て
確
保
が
可
能
な
候
補
地
と
し

て
、
事
務
局
が
抽
出
し
た
９
箇
所
に
、
委

員
か
ら
追
加
提
案
の
あ
っ
た
１
箇
所
を
加

え
た
10
箇
所
を
抽
出
し
ま
し
た
。

❶
烏
山
庁
舎
、
❷
烏
山
図
書
館
周
辺
、
❸

中
央
公
園
、
❹
山
あ
げ
会
館
周
辺
、
❺
金

井
一
丁
目
地
内
、
❻
Ｊ
Ｒ
烏
山
駅
周
辺
、

❼
す
く
す
く
保
育
園
周
辺
、
❽
那
須
烏
山

消
防
署
周
辺
、
❾
市
営
神
長
住
宅
周
辺
、

県
立
烏
山
高
等
産
業
技
術
学
校
跡
地
周
辺

　

敷
地
面
積
が
足
り
る
か
、
建
築
基
準
法

に
よ
る
土
地
利
用
等
の
制
限
に
該
当
し
な

い
か
、
敷
地
内
に
災
害
ハ
ザ
ー
ド
エ
リ
ア

に
指
定
さ
れ
た
エ
リ
ア
が
あ
る
か
等
、
客

観
的
な
基
準
に
よ
る
評
価
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
次
の
６
箇
所
に
つ
い
て
、
現

地
調
査
の
う
え
、
２
次
評
価
を
行
う
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

❸
中
央
公
園
、
❺
金
井
一
丁
目
地
内
、
❻

Ｊ
Ｒ
烏
山
駅
周
辺
、
❼
す
く
す
く
保
育
園

周
辺
、
❾
市
営
神
長
住
宅
周
辺
、

県
立

烏
山
高
等
産
業
技
術
学
校
跡
地
周
辺

　

６
箇
所
に
つ
い
て
、
現
地
調
査
に
よ
る

状
況
把
握
を
行
い
ま
し
た
。

　

２
次
評
価
に
当
た
っ
て
は
、
次
の
５
項

目
の
視
点
に
基
づ
き
、
各
委
員
に
よ
る
事

前
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
ま
し
た
。

総
合
計
画
と
の
整
合（
都
市
活
動
拠
点
エ
リ
ア

の
形
成
に
寄
与
す
る
か
）

利
便
性（
都
市
機
能
や
他
の
官
公
署
と
の
近
接
状

況
、
道
路
や
公
共
交
通
機
関
に
よ
る
ア
ク
セ
ス
性
）

経
済
性（
工
事
に
要
す
る
期
間
お
よ
び
事
業
費
）

実
現
性（
現
地
調
査
等
に
基
づ
く
土
地
利
用
上
の

制
約
）

将
来
性（
本
市
に
お
け
る
課
題
解
決
の
実
現
、
そ

の
他
公
共
施
設
と
の
連
携
に
よ
る
効
率
化
）

　

そ
の
結
果
、
重
要
視
す
べ
き
と
の
回
答

が
多
か
っ
た
「
総
合
計
画
と
の
整
合
」

「
利
便
性
」
「
将
来
性
」
の
視
点
や
、
各

委
員
か
ら
出
さ
れ
た
意
見
を
踏
ま
え
な
が

ら
、
総
合
的
な
評
価
を
行
っ
た
結
果
、
次

の
３
箇
所
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

❸
中
央
公
園

❺
金
井
一
丁
目
地
内

❻
Ｊ
Ｒ
烏
山
駅
周
辺

■
委
員
か
ら
の
意
見

・
地
方
自
治
法
第
４
条
第
２
項（
地
方
公
共
団

体
の
事
務
所
の
位
置
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
住

民
の
利
用
に
最
も
便
利
で
あ
る
よ
う
に
、
交
通
の
事

情
、
他
の
官
公
署
と
の
関
係
等
に
つ
い
て
適
当
な
考

慮
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
）の
規
定
を
十
分

に
踏
ま
え
、
利
便
性
や
将
来
性
を
第
一

に
考
え
た
候
補
地
選
定
が
必
要
。
そ
の

後
に
行
う
候
補
地
の
更
な
る
絞
り
込
み

に
際
し
て
は
、
経
済
性
や
実
現
性
の
視

点
が
重
要
に
な
る
。

・
Ｊ
Ｒ
烏
山
線
の
存
続
や
中
心
市
街
地
の

活
性
化
は
本
市
に
お
け
る
喫
緊
の
課

題
。
国
が
推
進
す
る
コ
ン
パ
ク
ト
シ

テ
ィ
の
実
現
や
Ｊ
Ｒ
烏
山
線
を
活
用
し

た
ま
ち
づ
く
り
の
検
討
が
必
要
だ
。

・
庁
舎
だ
け
で
な
く
、
そ
の
他
公
共
施
設

を
含
め
た
「
ま
ち
づ
く
り
の
グ
ラ
ン
ド

デ
ザ
イ
ン
」
を
描
い
た
う
え
で
合
意
形

成
を
図
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
公
共
施

設
再
編
に
関
す
る
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
行
い
な
が
ら
、
答
申
と
し
て
ま
と
め

て
い
く
べ
き
で
、
丁
寧
に
進
め
た
方
が

良
い
。

　

今
後
は
、
３
候
補
地
の
経
済
性
や
実
現

性
を
精
査
し
な
が
ら
、
基
本
構
想（
素
案
）の

検
討
を
進
め
る
と
と
も
に
、
そ
の
他
公
共

施
設
の
再
編
に
関
す
る
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
行
い
、「
ま
ち
づ
く
り
の
グ
ラ
ン
ド
デ

ザ
イ
ン
」
の
検
討
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

抽
出
エ
リ
ア
の
設
定

1.
候
補
地
の
抽
出

2.

１
次
評
価（
第
４
回
委
員
会
）

3.
現
地
調
査（
第
５
回
委
員
会
）

4.

２
次
評
価（
第
６
回
委
員
会
）

5.

▲現地調査の様子

　庁舎整備検討委員会の会議資料や会議録、庁舎整備ニュースレターのバックナン
バーは、市ホームページで確認できます。また、庁舎整備に関するご意見については、
住所・氏名・連絡先をご記入のうえ、メールで下記あてお送りください。
■問合　総合政策課庁舎整備推進室　
　　　　Ｅメール：sohgohseisaku@city.nasukarasuyama.lg.jp

■候補地に関するデータ一覧（抜粋）

面積
（災害警戒
区域を除く）

土地所有

利便性

市有地

約19,500㎡
（約15,600㎡） 約7,400㎡ 約13,400㎡

民有地 市有地および民有地

❸中央公園 ❺金井一丁目地内 ❻ＪＲ烏山駅周辺

総合計画
との整合

将来性

▲市ホームページ

候補地  位置図▶候補地  位置図▶

アクセス道路が整備されれば、
ＪＲ烏山駅～那須南病院～烏山
高校を結ぶ南北の都市ネット
ワークが形成され、利便性が向
上するとともに、回遊性の高い
市街地形成が期待される。

ＪＲ烏山駅や山あげ会館、商工
会に近接するほか、周辺は商業
施設等も集積しているため、コ
ンパクトシティの形成が期待さ
れる。

ＪＲ烏山駅を中核とした都市計
画事業を展開することで、周辺
の再整備をはじめ、その他公共
施設の集約化が期待される。ま
た、ＪＲ烏山線の存続に寄与す
ることが期待される。

各都市機能や他の官公署が徒歩
圏内にある。
ＪＲ烏山駅から約1.2km
最寄りのバス停から約120m

都市活動拠点エリア内に位置し
ている。

各都市機能や他の官公署が徒歩
圏内にある。
ＪＲ烏山駅から約0.5km
最寄りのバス停から約270m

各都市機能や他の官公署が徒歩
圏内にある。
ＪＲ烏山駅が隣接
最寄りのバス停が隣接

都市活動拠点エリア内に位置し
ている。

都市活動拠点エリア内に位置し
ている。

(１)(２)(３)(４)(５)
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地
域
の
情
報

ま
ち
か
ど
リ
ポ
ー
ト

お
知
ら
せ

市
政
情
報

普
及
啓
発

特
集



　11月５日（日）、那須烏山市消防団（大橋昭一団長）に
よる通常点検が緑地運動公園で開かれ、消防団員
や市内２つの中学校の少年消防隊員合計４１９人
が参加しました。
　これは、非常時に備えて服装や機械器具などを
点検するもので、コロナ禍により５年ぶりの開催
となりました。点検後は、消防活動に貢献した団員
や団体に対する表彰が行われたほか、場所を烏山
市街地に移し行われた分列行進では、市役所烏山
庁舎から山あげ会館までの間を、団員と消防車両
42台が行進しました。

　自衛官募集に関する広報活動を積極的に行っ
たとして、防衛省から本市に感謝状が贈呈されま
した。
　これは、自衛隊記念行事の一環として防衛省が
行っているもので、自衛官募集に関して広報紙へ
の掲載やイベントでの広報活動などにより、本市
が候補生入隊に寄与したことから贈呈されたも
の。県内では本市のみが受賞しました。10月28日
（土）には、東京都で贈呈式が行われ、木原稔防衛大
臣から、川俣純子市長に感謝状が手渡されました。

防火・防災意識高める
市消防団が５年ぶりに通常点検

自衛官募集の広報活動により
防衛大臣から市に感謝状

団
員
と
消
防
車
両
に
よ
る
分
列
行
進

　

市
で
は
、
市
政
発
展
や
福
祉
増
進
に

寄
与
さ
れ
た
顕
著
な
功
労
を
た
た
え
、

様
々
な
分
野
で
活
動
す
る
人
や
団
体
を

表
彰
す
る
「
那
須
烏
山
市
表
彰
式
」
を

10
月
29
日
㈰
に
南
那
須
公
民
館
で
開
催

し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
川
俣
純
子
市
長
が
受
賞

者
に
表
彰
状
や
記
念
品
を
授
与
。
そ
の

後
は
、
受
賞
者
を
代
表
し
て
佐
藤
正
明

さ
ん
が
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
順
不

同
、
敬
称
略
、（ 

）内
は
功
績
）

　

大
鐘
洋
さ
ん（
金
井
１
丁
目
）が
、
警
察
功

労
で
瑞
宝
双
光
章
を
受
章
し
ま
し
た
。

大
鐘
さ
ん
は
、
昭
和
44
年
に
栃
木
県
警

察
に
採
用
さ
れ
、
生
活
安
全
部
で
の
相

談
業
務
や
地
域
部
で
の
交
番
勤
務
な
ど

41
年
間
に
わ
た
り
地
域
住
民
の
安
全
を

守
っ
て
き
ま
し
た
。
時
に
は
刃
物
を
振

り
回
す
人
を
取
り
押
さ
え
よ
う
と
し
て

負
傷
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
大
鐘

さ
ん
。
そ
れ
で
も
、「
警
察
官
で
あ
る
以

上
、
逃
げ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
」と
使

命
感
を
持
っ
て
任
務
に
あ
た
り
ま
し
た
。

　

大
鐘
さ
ん
は
、「
こ
れ
ま
で
色
々
な
こ

と
が
あ
っ
た
が
、
栄
誉
あ
る
章
を
い
た

だ
き
感
謝
し
て
い
る
」
と
笑
顔
を
見
せ

ま
し
た
。

■
特
別
功
労
表
彰

佐
藤
正
明
（
多
年
に
わ
た
る
那
須
烏
山
商
工
会

副
会
長
お
よ
び
同
理
事
活
動
）

■
市
政
功
労
表
彰

髙
野
幸
惠
（
民
生
委
員
児
童
委
員
）、
滝
田

正
子
（
那
須
烏
山
商
工
会
理
事
活
動
）

■
善
行
表
彰

中
村
彰
太
郎
（
那
須
烏
山
市
立
烏
山
小
学
校
創

立
１
５
０
周
年
記
念
事
業
に
対
し
１
０
０
万
円
を

寄
附
）、（
有
）黒
須
鉄
工
（
烏
山
の
山
あ
げ
行

事
保
存
伝
承
に
対
し
１
０
０
万
円
を
寄
附
）

■
感
謝
状

江
井
博
行
（
那
須
烏
山
市
に
関
す
る
歴
史
的
資

料
の
寄
贈
）、
森
和
男
（
那
須
烏
山
市
に
関
す
る

歴
史
的
資
料
の
寄
贈
）

■
ま
ち
づ
く
り
貢
献
賞

吉
成
哲
雄
（
多
年
に
わ
た
る
那
須
烏
山
市
交
通

安
全
協
会
役
員
活
動
）、
月
次
ふ
れ
あ
い
の

里
管
理
運
営
委
員
会
（
多
年
に
わ
た
る
地
域

の
社
会
福
祉
活
動
）、
横
枕
ふ
れ
あ
い
の
里

管
理
運
営
委
員
会
（
多
年
に
わ
た
る
地
域
の

社
会
福
祉
活
動
）、
横
山
悦
子
（
多
年
に
わ
た

る
食
生
活
改
善
推
進
員
協
議
会
役
員
活
動
）、
水

井
千
代
美
（
多
年
に
わ
た
る
食
生
活
改
善
推
進

員
協
議
会
役
員
活
動
）、
澤
村
祐
毅
（
多
年
に

わ
た
る
国
際
交
流
協
会
役
員
活
動
）、
越
渕
雅

子
（
多
年
に
わ
た
る
婦
人
会
役
員
活
動
）

■
ま
ち
づ
く
り
貢
献
賞（
４
世
代
同
居
家
族
表
彰
）

吉
水
義
浩
ご
家
族

市
政
の
発
展
や
福
祉
の
増
進
に
尽
力
し
た

功
労
者
や
団
体
を
表
彰
し
ま
し
た

市
表
彰
式

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

■
瑞
宝
双
光
章　

大
鐘
洋
さ
ん（
金
井
１
丁
目
）

　

木
村
良
三
さ
ん（
熊
田
）が
、
郵
便
局

員
と
し
て
奉
職
し
た
功
績
に
よ
り
、
瑞

宝
小
授
章
を
受
章
し
ま
し
た
。
木
村
さ

ん
は
、
昭
和
39
年
に
入
職
し
、
平
成
18

年
に
浦
安
郵
便
局
長
と
し
て
退
職
す
る

ま
で
の
41
年
間
、
集
積
さ
れ
た
郵
便
物

の
管
理
な
ど
を
行
う
郵
便
事
業
一
筋
で

勤
め
上
げ
ま
し
た
。
郵
便
局
員
と
し
て

き
ち
ん
と
郵
便
物
を
届
け
る
た
め
、
荷

物
の
区
分
け
や
業
務
管
理
な
ど
に
精
を

出
し
て
き
た
と
郵
便
局
員
人
生
を
振
り

返
り
ま
す
。

　

木
村
さ
ん
は
、
「
一
緒
に
働
い
た
仲

間
た
ち
に
恵
ま
れ
た
。
今
回
は
そ
の
人

た
ち
の
代
表
と
し
て
受
章
し
た
の
だ
と

思
う
」
と
感
謝
を
述
べ
ま
し
た
。

■
瑞
宝
小
授
章　

木
村
良
三
さ
ん（
熊
田
）

秋
の
叙
勲

表彰を受ける佐藤さん

木
原
防
衛
大
臣（
左
）と
川
俣
市
長（
右
）

　昨年度から始まった「市ワーク・ライフ・バランス
推進企業認定制度」。今年度は２者の企業が認定さ
れました。
　認定番号第６号のキッズランドあさひは、職員数
11名（男性１名女性10名）で、生後２か月から２歳児ま
での12名を定員とする小規模認可保育園です。
　ベテラン保育士を中心に、園児を第一に考えつ
つ、効率の良い園の運営のため日々工夫をしていま
す。「お互い様の精神」で年次有給休暇をバランスよ
く取得し、付与日数の６～7割の取得率がありま
す。また、職員のライフステージに合わせて雇用形
態を見直すなど、働きやすいよう柔軟に対応してい
ます。
　地域との交流を積極的に行い、園のイベントなど
に地域住民を招待しています。また、散歩に出かけ
た園児が近所の人から野菜をおすそ分けしてもら
うといったエピソードもあります。
　これからお子さんが通う保育園を探す保護者は
もちろん、保育士を目指す学生の見学なども随時受
け入れています。

ワーク・ライフ・バランス推進企業紹介
キッズランドあさひ

広い園舎で園児ものびのび過ごせます

川俣市長と佐竹園長・佐藤主任保育士
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　11月５日（日）、那須烏山市消防団（大橋昭一団長）に
よる通常点検が緑地運動公園で開かれ、消防団員
や市内２つの中学校の少年消防隊員合計４１９人
が参加しました。
　これは、非常時に備えて服装や機械器具などを
点検するもので、コロナ禍により５年ぶりの開催
となりました。点検後は、消防活動に貢献した団員
や団体に対する表彰が行われたほか、場所を烏山
市街地に移し行われた分列行進では、市役所烏山
庁舎から山あげ会館までの間を、団員と消防車両
42台が行進しました。

　自衛官募集に関する広報活動を積極的に行っ
たとして、防衛省から本市に感謝状が贈呈されま
した。
　これは、自衛隊記念行事の一環として防衛省が
行っているもので、自衛官募集に関して広報紙へ
の掲載やイベントでの広報活動などにより、本市
が候補生入隊に寄与したことから贈呈されたも
の。県内では本市のみが受賞しました。10月28日
（土）には、東京都で贈呈式が行われ、木原稔防衛大
臣から、川俣純子市長に感謝状が手渡されました。

防火・防災意識高める
市消防団が５年ぶりに通常点検

自衛官募集の広報活動により
防衛大臣から市に感謝状

団
員
と
消
防
車
両
に
よ
る
分
列
行
進

　

市
で
は
、
市
政
発
展
や
福
祉
増
進
に

寄
与
さ
れ
た
顕
著
な
功
労
を
た
た
え
、

様
々
な
分
野
で
活
動
す
る
人
や
団
体
を

表
彰
す
る
「
那
須
烏
山
市
表
彰
式
」
を

10
月
29
日
㈰
に
南
那
須
公
民
館
で
開
催

し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
川
俣
純
子
市
長
が
受
賞

者
に
表
彰
状
や
記
念
品
を
授
与
。
そ
の

後
は
、
受
賞
者
を
代
表
し
て
佐
藤
正
明

さ
ん
が
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
順
不

同
、
敬
称
略
、（ 

）内
は
功
績
）

　

大
鐘
洋
さ
ん（
金
井
１
丁
目
）が
、
警
察
功

労
で
瑞
宝
双
光
章
を
受
章
し
ま
し
た
。

大
鐘
さ
ん
は
、
昭
和
44
年
に
栃
木
県
警

察
に
採
用
さ
れ
、
生
活
安
全
部
で
の
相

談
業
務
や
地
域
部
で
の
交
番
勤
務
な
ど

41
年
間
に
わ
た
り
地
域
住
民
の
安
全
を

守
っ
て
き
ま
し
た
。
時
に
は
刃
物
を
振

り
回
す
人
を
取
り
押
さ
え
よ
う
と
し
て

負
傷
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
大
鐘

さ
ん
。
そ
れ
で
も
、「
警
察
官
で
あ
る
以

上
、
逃
げ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
」と
使

命
感
を
持
っ
て
任
務
に
あ
た
り
ま
し
た
。

　

大
鐘
さ
ん
は
、「
こ
れ
ま
で
色
々
な
こ

と
が
あ
っ
た
が
、
栄
誉
あ
る
章
を
い
た

だ
き
感
謝
し
て
い
る
」
と
笑
顔
を
見
せ

ま
し
た
。

■
特
別
功
労
表
彰

佐
藤
正
明
（
多
年
に
わ
た
る
那
須
烏
山
商
工
会

副
会
長
お
よ
び
同
理
事
活
動
）

■
市
政
功
労
表
彰

髙
野
幸
惠
（
民
生
委
員
児
童
委
員
）、
滝
田

正
子
（
那
須
烏
山
商
工
会
理
事
活
動
）

■
善
行
表
彰

中
村
彰
太
郎
（
那
須
烏
山
市
立
烏
山
小
学
校
創

立
１
５
０
周
年
記
念
事
業
に
対
し
１
０
０
万
円
を

寄
附
）、（
有
）黒
須
鉄
工
（
烏
山
の
山
あ
げ
行

事
保
存
伝
承
に
対
し
１
０
０
万
円
を
寄
附
）

■
感
謝
状

江
井
博
行
（
那
須
烏
山
市
に
関
す
る
歴
史
的
資

料
の
寄
贈
）、
森
和
男
（
那
須
烏
山
市
に
関
す
る

歴
史
的
資
料
の
寄
贈
）

■
ま
ち
づ
く
り
貢
献
賞

吉
成
哲
雄
（
多
年
に
わ
た
る
那
須
烏
山
市
交
通

安
全
協
会
役
員
活
動
）、
月
次
ふ
れ
あ
い
の

里
管
理
運
営
委
員
会
（
多
年
に
わ
た
る
地
域

の
社
会
福
祉
活
動
）、
横
枕
ふ
れ
あ
い
の
里

管
理
運
営
委
員
会
（
多
年
に
わ
た
る
地
域
の

社
会
福
祉
活
動
）、
横
山
悦
子
（
多
年
に
わ
た

る
食
生
活
改
善
推
進
員
協
議
会
役
員
活
動
）、
水

井
千
代
美
（
多
年
に
わ
た
る
食
生
活
改
善
推
進

員
協
議
会
役
員
活
動
）、
澤
村
祐
毅
（
多
年
に

わ
た
る
国
際
交
流
協
会
役
員
活
動
）、
越
渕
雅

子
（
多
年
に
わ
た
る
婦
人
会
役
員
活
動
）

■
ま
ち
づ
く
り
貢
献
賞（
４
世
代
同
居
家
族
表
彰
）

吉
水
義
浩
ご
家
族

市
政
の
発
展
や
福
祉
の
増
進
に
尽
力
し
た

功
労
者
や
団
体
を
表
彰
し
ま
し
た

市
表
彰
式

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

■
瑞
宝
双
光
章　

大
鐘
洋
さ
ん（
金
井
１
丁
目
）

　

木
村
良
三
さ
ん（
熊
田
）が
、
郵
便
局

員
と
し
て
奉
職
し
た
功
績
に
よ
り
、
瑞

宝
小
授
章
を
受
章
し
ま
し
た
。
木
村
さ

ん
は
、
昭
和
39
年
に
入
職
し
、
平
成
18

年
に
浦
安
郵
便
局
長
と
し
て
退
職
す
る

ま
で
の
41
年
間
、
集
積
さ
れ
た
郵
便
物

の
管
理
な
ど
を
行
う
郵
便
事
業
一
筋
で

勤
め
上
げ
ま
し
た
。
郵
便
局
員
と
し
て

き
ち
ん
と
郵
便
物
を
届
け
る
た
め
、
荷

物
の
区
分
け
や
業
務
管
理
な
ど
に
精
を

出
し
て
き
た
と
郵
便
局
員
人
生
を
振
り

返
り
ま
す
。

　

木
村
さ
ん
は
、
「
一
緒
に
働
い
た
仲

間
た
ち
に
恵
ま
れ
た
。
今
回
は
そ
の
人

た
ち
の
代
表
と
し
て
受
章
し
た
の
だ
と

思
う
」
と
感
謝
を
述
べ
ま
し
た
。

■
瑞
宝
小
授
章　

木
村
良
三
さ
ん（
熊
田
）

秋
の
叙
勲

表彰を受ける佐藤さん

木
原
防
衛
大
臣（
左
）と
川
俣
市
長（
右
）

　昨年度から始まった「市ワーク・ライフ・バランス
推進企業認定制度」。今年度は２者の企業が認定さ
れました。
　認定番号第６号のキッズランドあさひは、職員数
11名（男性１名女性10名）で、生後２か月から２歳児ま
での12名を定員とする小規模認可保育園です。
　ベテラン保育士を中心に、園児を第一に考えつ
つ、効率の良い園の運営のため日々工夫をしていま
す。「お互い様の精神」で年次有給休暇をバランスよ
く取得し、付与日数の６～7割の取得率がありま
す。また、職員のライフステージに合わせて雇用形
態を見直すなど、働きやすいよう柔軟に対応してい
ます。
　地域との交流を積極的に行い、園のイベントなど
に地域住民を招待しています。また、散歩に出かけ
た園児が近所の人から野菜をおすそ分けしてもら
うといったエピソードもあります。
　これからお子さんが通う保育園を探す保護者は
もちろん、保育士を目指す学生の見学なども随時受
け入れています。

ワーク・ライフ・バランス推進企業紹介
キッズランドあさひ

広い園舎で園児ものびのび過ごせます

川俣市長と佐竹園長・佐藤主任保育士
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　市では、清水川せせらぎ公園をもっと楽しく居
心地のよい公園にするために、子どもと保護者を
対象としたワークショップを11月11日（土）に同公
園で開催しました。
　約20人が参加したワークショップでは、子ども
たちが実際に遊ぶ様子を見守りながら意見交換が
行われました。参加者から「複合遊具や水に触れら
れる設備等を充実させてほしい」「遊具から近い位
置にトイレや駐車場があるとよい」などの意見が
挙がりました。

　烏山線開業１００周年を記念し、第13回那須烏
山市民号が10月27日（金）から２泊３日、11月５日
（日）から１泊２日の２班で開催されました。
　市民号は、烏山線利用向上のため旅行業者が企
画する市民旅行です。コロナ禍の影響で中止され
ていましたが、今回４年ぶりに那須南トラベルが
企画・実施しました。第１班の白神山地・津軽岩木
方面には43人、第２班の奥只見方面には25人が参
加し、東北の秋を満喫しました。
　出発当日は、川俣純子市長がＪＲ烏山駅で参加
者を見送り、継続的な利用を呼び掛けました。

清水川せせらぎ公園ワークショップ
楽しくて安全な公園を考える

ＪＲ烏山線開業１００周年記念
４年ぶりに市民号開催

公
園
で
意
見
を
出
し
合
う
参
加
者

第
１
班
参
加
者
の
宇
都
宮
駅
で
の
様
子

　11月４日（土）、野州八咫烏の会（中村彰太郎会長）が
主催する「八咫烏フォーラム」が開催され、烏山公
民館には市内外から２００人を超える参加者が集
まりました。
　このフォーラムは同会発足５年と烏山城跡が国
の史跡に指定されたことを記念して行われたもの
で、様々な分野の識者が八咫烏や烏山城について
講演を行いました。八咫烏を神の使いとして信仰
する熊野本宮大社の九鬼家隆宮司は、八咫烏がモ
チーフになっている大社のお札などを紹介し、参
加者は講演内容を興味深く聴いていました。

烏山城と八咫烏のつながり学ぶ
八咫烏フォーラム開催

八
咫
烏
の
お
札
に
つ
い
て
解
説
す
る
九
鬼
宮
司

　南那須地域農作物等盗難防止対策推進協議会が
10月19日（木）、市内で農作物等盗難防止パトロー
ルを行いました。
　これは、近年県内で増加している農作物や農業
機械などの盗難被害を防ごうと啓発活動を行った
もの。当日は、市のほか那須烏山警察署、塩谷南那
須農業振興事務所、那須南農業協同組合の職員が
市内を巡回し、アナウンス活動や啓発チラシを配
布し、生産者へ盗難防止対策の徹底などの注意喚
起を行いました。

大切な農作物を守るため
盗難防止パトロール

農
家
宅
を
訪
問
し
て
啓
発
チ
ラ
シ
を
配
布

　11月21日（火）、酪農とちぎ青年部那須南支部が
にこにこ保育園で乳絞り体験会を開催し、同園の
年長園児26人と保護者が参加しました。
　これは、牛乳のＰＲを兼ねた酪農体験事業の一
環として開催されたもの。初めて間近で牛を見た
園児が多く、最初は恐る恐る牛に触れていました
が、徐々にコツをつかみ上手に絞ることができま
した。その後は、バター作りにも挑戦した園児た
ち。できあがったバターを見て、「すごい」と歓声を
あげていました。

保育園に牛さんがやってきた！
園児が乳絞りに挑戦

　11月18日（土）は南那須公民館で、11月26日（日）
は烏山公民館で「議会報告会」が開催され、市民な
ど延べ86人が参加しました。
　第１部では議会の活動報告、第２部では議会全
般について参加者との意見交換が行われました。
当日の様子や意見交換の内容は、市議会YouTube
チャンネルから動画をご覧くだ
さい。
　また、令和６年２月に発行さ
れる「なすから議会だより（第71
号）」にも掲載されます。

議会報告会
市民と議員の懇談会を開催　

市
民
と
意
見
交
換
を
す
る
市
議
会
議
員

（
南
那
須
公
民
館
）

緊
張
し
な
が
ら
も
乳
絞
り
に
挑
戦

　「メグロ・キャノンボール那須烏山」が11月12日
（日）に山あげ会館で開催され、北海道から宮崎県ま
で、全国各地からメグロ愛好家が集まり、メグロの
バイクも含めて２７０台（うちメグロ１０２台）が集結
しました。また、飲食ブースや塗り絵など、家族連れ
が楽しめる企画もあり、約１，０００人が訪れた会
場にはたくさんの笑顔があふれていました。
　今回は、昨年から始まった、70年前の烏山工場製
メグロバイクのレストア経過報告がカワサキモー
タース社員との対談形式で行われました。対談で
は、レストアを担当する澤村宜樹さん（上境）が「部品
の再現では商工会をはじめ、全国のメグロファンな
ど多くの人に協力してもらっている。とてもありが
たい」と話しました。式典後には、市内約13キロを
周遊するパレードが行われ、沿道には地域住民など
がライダーたちに手を振って歓迎していました。
　大田原市から参加した後藤明さんは、「今回初参
加。メグロZ7のオーナーになったら来ようと思っ
ていたので、思い入れがあるバイクで参加できて最
高の思い」とイベント参加の喜びを語りました。
※レストアとは、動かなくなったバイクを修理すること。

様々な企画が盛りだくさん！
第３回メグロ・キャノンボール

パレードを楽しむメグロのライダーら

大勢の来場者でにぎわう会場

▲動画はこちら
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八咫烏フォーラム開催
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　10月下旬から11月上旬にかけて、市文化祭（同運営委員
会主催）が開かれ、市内で様々なイベントが開かれました。

◇
　10月22日（日）には、烏山公民館で囲碁のつどいが開か
れ、参加者による熱い頭脳戦が繰り広げられました。
　28日（土）には、烏山公民館で芸能大会が開かれ、郷土芸
能をはじめ、舞踊、民謡、バレエなど芸能活動に取り組む
団体がステージ上で練習の成果を披露しました。
　南那須公民館では、28日（土）・29日（日）に作品展が開か
れました。市民をはじめ市内の幼稚園・保育園、小・中学
校のほか、文化協会員から募集した文芸や書、美術、工芸
などの作品が展示されたほか、山野草展や盆栽展も併せ
て開かれ、多くの人が訪れました。また、29日（日）には市
文化協会茶道部によるお茶会も開かれ、参加者は本格的
なお手前を体験できました。
　11月６日（月）～10日（金）には、市役所南那須庁舎で菊
花展が開かれ、訪れた人の目を楽しませました。

個性が光る

市文化祭

子ども向けのイベントも盛りだくさん！

図書館まつり

芸術の秋 読書の秋

秋のイベント各所でにぎわい

　ごみの出し方が分からないときには、アプリで簡単に
分別方法や収集日を確認することができます。また、収集
日のリマインダー設定や市役所からのごみに関するお知
らせの配信など、便利機能も盛りだくさんです。
　アプリは、ＱＲコードから読み取るか、「App Store」ま
たは「Google Play」から「さんあ～る」と検索することで
ダウンロードできます。
■問合
まちづくり課環境グループ
☎０２８７－８３－１１２０

・コンテナに入れて出してください。
・ライターは中身を使い切り、火が出
ない状態にして出してください。
・スプレー缶は中身を出し切り、大き
めの穴を開けて出してください。
・刃物やガラス片など収集時にけがを
する恐れがあるものは、厚紙等で包
み、表面に「キケン」と記載してくだ
さい。

有害ごみ
の日に出す

専門業者
に依頼する

素材ごとに
アルミ缶・
スチール缶
の日に出す

ごみ分別だより

　12月になり、年末の大掃除を行う時期となりました。出すごみの数が増える
と、ごみの分別方法に迷ってしまうこともあると思います。
　今回は、特に分別の間違いが多く見られる「燃やさないごみ」の正しい分別
方法をお伝えします。

大掃除の季節！ルールを守って正しいごみ分別を

ビン類・缶類金属製品

ガラス製品

陶磁器類

スプレー缶
電球（ＬＥＤを含む）
ライター
小型家電（パソコンを除く）

◇出し方

燃やさないごみで出せないもの燃やさないごみで出せるもの

コンテナからはみ出るもの 電池

蛍光灯 収集不可物（消火器・バッテリーなど）

アルミ缶・スチール缶の
キャップ・ふた

ごみ分別アプリ「さんあ～る」で
ごみの出し方が簡単に分かります

上：烏山公民館で行われた芸能大会
中央：南那須公民館で行われた作品展示
下：お茶会でお手前を披露

iPhone版 Android版

　10月29日（日）、南那須図書館と烏山図書館で、「図書館
まつり」が開かれ、図書や雑誌を無料で配布するリサイ
クルフェアや、電子図書館体験会など様々な催しが行わ
れました。
　南那須図書館では、ＪＲ烏山線開業１００周年を記念
してＪＲ東日本の運転士や車掌によるトークショーが
行われたほか、烏山図書館では、おはなしクイズや折り
紙魚釣りゲームなどが行われ、親子連れなどでにぎわい
ました。

上：おはなしフェスティバル
下：ＪＲ東日本お仕事紹介トークショー

タップすると、
ごみの詳しい

出し方が分かります

タップ！タップ！

…なべ、包丁、一斗缶など

…コップ、皿など

…茶碗、植木鉢など

分別して
ビン・缶
の日に出す

粗大ごみ
（まちづくり課
窓口での
事前申込が
必要です）

有害ごみ
の日に出す
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子育て広場の紹介

　平山さんは、専業農家として米やそば
などを栽培しています。平山さんが農業
を始めたのは13年前。高校卒業後は別の
仕事に就いていましたが、「農家として地
元の農業を良くしたいと頑張る父の姿を
見て、自分も父の思いに応えたい」と農家
を継ぐことを決意しました。
　高齢のため農作業が難しくなった地元
農家から農地を借り受け耕作している平
山さんは、今では、南大和久地区の農地の
半分近くを管理しているそう。「小さい頃
からお世話になった人たちが『元さん、何
とかしてくれないか』と訪ねてくる。大切
な農地を自分に託してくれた人たちの思
いに応えたい」と話します。
　大小様々な農地で農作物を育てる中で
多くの困難に直面し、時にはくじけそう
になるという平山さん。それでも頑張り
続けるのは、「農業は衰退していると言わ
れ続けるのが悔しいから」と負けん気を
見せます。広い農地面積を維持するうえ
で、家族以外の働き手の確保など、持続可
能な農業スタイルで将来を見据える平山
さんは、「農業は衰退するだけではないと
証明するために、自分ができることをが
むしゃらにやっている。その中で結果は
ついてくると信じている」と力強く語り
ました。

借り受けた農地で栽培するそばの実の出来栄えを確認

そば収穫用のコンバインと平山さん

地元の人たちの思いに応えて
農 家 平 山 　 元 さん
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。
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で
は
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入
れ
る
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が
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受
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て
配
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を
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６
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が

あ
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毎
日
、
通
学
に
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っ
て
い
ま
し
た
。発
車
時
刻
間
際
に
何
度
か
大

声
で
呼
び
止
め
て
乗
っ
た
記
憶
が
懐
か
し
い
で
す
。今
で
は
決
し

て
許
さ
れ
な
い
で
す
ね
。で
も
、
そ
ん
な
時
代
が
あ
っ
た
こ
と
は
良

い
思
い
出
で
す
。

　

旅
客
数
が
減
っ
た
今
で
す
が
、
鉄
道
は
今
後
も
ず
っ
と
走
っ
て

い
て
欲
し
い
で
す
ね
。
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山
線
が
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月
に
全
線
開
業
１
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周
年
を
迎
え
た
こ
と

を
記
念
し
、市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た「
か
ら
せ
ん
」の
思

い
出
を
紹
介
し
ま
す
。

　未就園児親子を対象とした子育て広場として「こども館」と「子育て
支援センターきらきら」があります。親子で楽しめる事業を実施してい
ますので、ぜひ、気軽にお越しください。
【こども館】（南1-562-12）
〇ぴよぴよ広場（毎週水曜日）…体を動かす遊び（１月は凧揚げ）と季節の制
　　　　　　　　　　　 作（１月は節分）です

〇あかちゃん広場（月２回・木曜日）…手形・足形スタンプでカレンダーを   
　　　　　　　　　　　　　 作ります

【子育て支援センターきらきら】（にこにこ保育園内  岩子152-1）
〇誕生日カード作り…カード作りのほか、クラフトバースデイケー
　　　　　　　　　キと写真撮影もできます

〇きらきら子育て講座…１月は音楽遊びです
〇子育て相談…子育ての悩みを相談できます
〇大きくなったね…身長・体重が測れます
※詳細は下記あて問い合わせるかＱＲコードからご確認ください。
■問合　こども館　☎０２８７－８０－０２８１
　　　　子育て支援センターきらきら　☎０２８７－８８－５１５１

　県では、とちぎ結婚支援センター入会登録促進の
ため入会登録料（通常：２年間１０，０００円）を期間・対象
者限定で無料または半額にするキャンペーンを実
施しています。
期間　令和６年３月31日（日）まで
※定員になり次第終了
対象　20歳～35歳の女性：無料
　　　20歳～29歳の男性：半額
※本県在住または本県への移住に関心のある人
申込　とちぎ結婚支援センターまたは公式サイト

からオンラインで手続きできます。
※詳細はとちぎ結婚支援センターホームページ（Ｑ
Ｒコード）からご確認ください。

◇
　市の補助制度では、一定の要件を満たす人の入会
登録料の半額（５，０００円）を補助しています。キャン
ペーンを利用した20歳から29歳までの男性は、半
額（２，５００円）を補助します。詳細は下記あて問い合
わせるか、市ホームページ（ＱＲコード）からご確認く
ださい。
■問合　こども館　☎０２８７－８０－０２８１

とちぎ結婚支援センター入会登録料
無料・半額キャンペーン

とちぎ結婚支援センター
ホームページ

市ホームページ

こども館（１月の制作）こども館（１月の制作）

子育て支援センターきらきら
（ベビーマッサージ）
子育て支援センターきらきら
（ベビーマッサージ）

こども館 子育て支援センター
きらきら
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子育て広場の紹介

　平山さんは、専業農家として米やそば
などを栽培しています。平山さんが農業
を始めたのは13年前。高校卒業後は別の
仕事に就いていましたが、「農家として地
元の農業を良くしたいと頑張る父の姿を
見て、自分も父の思いに応えたい」と農家
を継ぐことを決意しました。
　高齢のため農作業が難しくなった地元
農家から農地を借り受け耕作している平
山さんは、今では、南大和久地区の農地の
半分近くを管理しているそう。「小さい頃
からお世話になった人たちが『元さん、何
とかしてくれないか』と訪ねてくる。大切
な農地を自分に託してくれた人たちの思
いに応えたい」と話します。
　大小様々な農地で農作物を育てる中で
多くの困難に直面し、時にはくじけそう
になるという平山さん。それでも頑張り
続けるのは、「農業は衰退していると言わ
れ続けるのが悔しいから」と負けん気を
見せます。広い農地面積を維持するうえ
で、家族以外の働き手の確保など、持続可
能な農業スタイルで将来を見据える平山
さんは、「農業は衰退するだけではないと
証明するために、自分ができることをが
むしゃらにやっている。その中で結果は
ついてくると信じている」と力強く語り
ました。

借り受けた農地で栽培するそばの実の出来栄えを確認

そば収穫用のコンバインと平山さん

地元の人たちの思いに応えて
農 家 平 山 　 元 さん
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　未就園児親子を対象とした子育て広場として「こども館」と「子育て
支援センターきらきら」があります。親子で楽しめる事業を実施してい
ますので、ぜひ、気軽にお越しください。
【こども館】（南1-562-12）
〇ぴよぴよ広場（毎週水曜日）…体を動かす遊び（１月は凧揚げ）と季節の制
　　　　　　　　　　　 作（１月は節分）です

〇あかちゃん広場（月２回・木曜日）…手形・足形スタンプでカレンダーを   
　　　　　　　　　　　　　 作ります

【子育て支援センターきらきら】（にこにこ保育園内  岩子152-1）
〇誕生日カード作り…カード作りのほか、クラフトバースデイケー
　　　　　　　　　キと写真撮影もできます

〇きらきら子育て講座…１月は音楽遊びです
〇子育て相談…子育ての悩みを相談できます
〇大きくなったね…身長・体重が測れます
※詳細は下記あて問い合わせるかＱＲコードからご確認ください。
■問合　こども館　☎０２８７－８０－０２８１
　　　　子育て支援センターきらきら　☎０２８７－８８－５１５１

　県では、とちぎ結婚支援センター入会登録促進の
ため入会登録料（通常：２年間１０，０００円）を期間・対象
者限定で無料または半額にするキャンペーンを実
施しています。
期間　令和６年３月31日（日）まで
※定員になり次第終了
対象　20歳～35歳の女性：無料
　　　20歳～29歳の男性：半額
※本県在住または本県への移住に関心のある人
申込　とちぎ結婚支援センターまたは公式サイト

からオンラインで手続きできます。
※詳細はとちぎ結婚支援センターホームページ（Ｑ
Ｒコード）からご確認ください。

◇
　市の補助制度では、一定の要件を満たす人の入会
登録料の半額（５，０００円）を補助しています。キャン
ペーンを利用した20歳から29歳までの男性は、半
額（２，５００円）を補助します。詳細は下記あて問い合
わせるか、市ホームページ（ＱＲコード）からご確認く
ださい。
■問合　こども館　☎０２８７－８０－０２８１

とちぎ結婚支援センター入会登録料
無料・半額キャンペーン

とちぎ結婚支援センター
ホームページ

市ホームページ

こども館（１月の制作）こども館（１月の制作）

子育て支援センターきらきら
（ベビーマッサージ）
子育て支援センターきらきら
（ベビーマッサージ）

こども館 子育て支援センター
きらきら
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この回収箱が目印

◇『大人の涙』 マカロニえんぴつ
◇『５ａｍ』 ｍｉｌｅｔ
◇『Ｍｅｍｏｒｉｅｓ』
 Ｔａｎｉ　Ｙｕｕｋｉ
◇『心に響く洋楽』
 サイモン＆ガーファンクルほか
◇『踊れ！ブギウギ』
 コロムビア・オーケストラほか

　12月に入り、今年も気が付けば
あとわずか。皆さんは、２０２３年
はどんな１年でしたか？
　私が今年頑張ったことは、ダイ
エットです。昔からやせにくかっ
た私ですが、今年５ｋｇの減量に
成功しました！決め手は、食い意
地を張らないこと。単純なことで
すが、これがよかったです。しか
し、これからは食の誘惑が多い年
末年始。私の鋼の意志はおいしい
ものを前に屈さずにいられるで
しょうか…。
　また、今年からは広報なすから
すやまの編集を担当するようにな
り、多くの方々に取材などでお世
話になった１年間でもありまし
た。来年も（ダイエットも併せて）
頑張りますので、よろしくお願い
します！（Ｋ）

◇『超有名な哲学書５０冊を１００文字
　くらいで読む。』 小川　仁志
◇『老老介護で知っておきたいことの
　すべて』 坪田　康佑
◇『免疫力がアップする！胃腸のしく
　み』 澤田　幸男
◇『野火、奔る』 あさの　あつこ
◇『黒猫』 エドガー・アラン・ポー

◆一般図書◆

南那須図書館　☎0287-88-2748　Fax88-0204
烏山図書館     ☎0287-82-3062　Fax82-7566

毎
月
５
日
ま
で
に
、総
合
政
策
課
広
報
広
聴
グ
ル
ー
プ

（
〒
3
2
1

－

0
6
9
2
那
須
烏
山
市
中
央
1
丁
目

1
番
1
号
）
あ
て
、
郵
送
な
ど
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

図書館HPから新着図書が検索できます。　https://lib-nasukarasuyama.jp/
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◆児童図書◆

◆ＣＤ◆

◆電子図書◆
◇『とことんエナガ、シマエナガ』
 ＢＩＲＤＥＲ編集部
◇『世界一やさしいＣｈａｔＧＰＴ＆画
　像生成ＡＩ』 インプレス
◇『ザッパなおやつ』 ｒｉｙｕｓａ
◇『センセイの鞄』 川上　弘美
◇『空想科学読本－「高い高い」で宇宙ま
　で！－』 柳田　理科雄

◇『最強無敵の雑草たち』
 稲垣　栄洋・小島　よしお
◇『さようなら、捨て犬・未来』
 今西　乃子
◇『月さんとザザさん』 角野　栄子
◇『ネコはとってもいそがしい』
 吉野　万理子
◇『うらがえしサンタ』 苅田　澄子

新着図書新着図書
人口

令和5年11月1日現在

男
出生
転入

11,571
7
46

11,749
37
57

女
死亡
転出

23,320（－41）

世帯数 9,092
※（　）対前月比
※令和2年国勢調査を基に集計した
　統計人口です。

※（　）対前月比
※令和2年国勢調査を基に集計した
　統計人口です。
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　市では、「広報お知らせ版」・「広報なすからすやま」・
「市ホームページ」の有料広告を募集しています。
　掲載基準などの詳細は、市ホームページで確認する
か、下記あてお問い合わせください。

■総合政策課広報広聴グループ
　☎０２８７－８３－１１１２

広告掲載募集中 おわびと訂正
　11月号３ページ「ＪＲ烏山線開業１００周年をみ
んなでお祝いしました！・マロニエメイツによる苗
木配布」の記事で、「マロニエメイツの落合葉月さ
ん」とあるのは、正しくは「マロニエメイツの野崎未
来さん」です。
　おわびし訂正いたします。

   

こ
よ
み

さ         

な

る
い       

と

り         

た

は       

づ
き

と
う       

ま

　市では、12月25日（月）まで、広報活動および情報発信に関
するアンケート調査を実施しています。アンケートへの回答
は、右のＱＲコードもしくは市役所烏山庁舎と南那須庁舎の
各ロビーに備え付けのアンケート用紙でお願いします。
　よりよい広報紙の作成や市公式ＳＮＳでの効率的な情報
発信をしていくために、皆さんからのご意見をお聞かせくだ
さい。

広報活動や情報発信に関する
アンケートにご協力ください
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◇『大人の涙』 マカロニえんぴつ
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 Ｔａｎｉ　Ｙｕｕｋｉ
◇『心に響く洋楽』
 サイモン＆ガーファンクルほか
◇『踊れ！ブギウギ』
 コロムビア・オーケストラほか

　12月に入り、今年も気が付けば
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はどんな１年でしたか？
　私が今年頑張ったことは、ダイ
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すが、これがよかったです。しか
し、これからは食の誘惑が多い年
末年始。私の鋼の意志はおいしい
ものを前に屈さずにいられるで
しょうか…。
　また、今年からは広報なすから
すやまの編集を担当するようにな
り、多くの方々に取材などでお世
話になった１年間でもありまし
た。来年も（ダイエットも併せて）
頑張りますので、よろしくお願い
します！（Ｋ）

◇『超有名な哲学書５０冊を１００文字
　くらいで読む。』 小川　仁志
◇『老老介護で知っておきたいことの
　すべて』 坪田　康佑
◇『免疫力がアップする！胃腸のしく
　み』 澤田　幸男
◇『野火、奔る』 あさの　あつこ
◇『黒猫』 エドガー・アラン・ポー
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◇『とことんエナガ、シマエナガ』
 ＢＩＲＤＥＲ編集部
◇『世界一やさしいＣｈａｔＧＰＴ＆画
　像生成ＡＩ』 インプレス
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◇『最強無敵の雑草たち』
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◇『さようなら、捨て犬・未来』
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◇『ネコはとってもいそがしい』
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◇『うらがえしサンタ』 苅田　澄子

新着図書新着図書
人口
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23,320（－41）

世帯数 9,092
※（　）対前月比
※令和2年国勢調査を基に集計した
　統計人口です。

※（　）対前月比
※令和2年国勢調査を基に集計した
　統計人口です。
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「市ホームページ」の有料広告を募集しています。
　掲載基準などの詳細は、市ホームページで確認する
か、下記あてお問い合わせください。

■総合政策課広報広聴グループ
　☎０２８７－８３－１１１２

広告掲載募集中 おわびと訂正
　11月号３ページ「ＪＲ烏山線開業１００周年をみ
んなでお祝いしました！・マロニエメイツによる苗
木配布」の記事で、「マロニエメイツの落合葉月さ
ん」とあるのは、正しくは「マロニエメイツの野崎未
来さん」です。
　おわびし訂正いたします。
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　市では、12月25日（月）まで、広報活動および情報発信に関
するアンケート調査を実施しています。アンケートへの回答
は、右のＱＲコードもしくは市役所烏山庁舎と南那須庁舎の
各ロビーに備え付けのアンケート用紙でお願いします。
　よりよい広報紙の作成や市公式ＳＮＳでの効率的な情報
発信をしていくために、皆さんからのご意見をお聞かせくだ
さい。

広報活動や情報発信に関する
アンケートにご協力ください
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　（公財）明るい選挙推進協会が主催する「明るい選挙啓発ポ
スターコンクール」に併せ、選挙啓発の一環で市独自の賞を
設けた表彰式が10月29日（日）に南那須公民館で行われまし
た。
　以下、受賞者と選挙管理委員の皆さんのコメントです。

「明るい選挙がテーマだったため、清々しい雰囲
気を表現した」
「さわやかな絵に加え、標語も素晴らしく、メッ
セージ性の高い作品になっている」

「18歳になったら必ず選挙に行ってもらいたい
思いを込めて描いた」
「めいすいくんを取り入れており、普段から選挙
への関心が高いことが伝わってきた」

「一目で選挙への関心をもってもらえるような
デザインにした」
「色使いも個性的で、目を引くビジュアルがポス
ターにとても合っている」

「自分たちの未来を選ぶためにも選挙に行くこ
とが大切ということを表現した」
「一つ一つ丁寧に描かれており、夢や未来を感じ
させる魅力的な作品になっている」

みんなの
自慢の1枚自慢の1枚

「ミョウガの実」

投票に
行こう！

■委員長賞　平野桃香さん（烏山中２年）

■委員賞　小池楓夏さん（荒川小５年）

■委員賞　大金姫花さん（烏山中３年）

■委員賞　石塚あかりさん（七合小５年）

選挙啓発ポスター表彰式

スギノサワさん
「初冬のヒマワリ」

狸山齋狸宇婆さん
コキアが真っ赤に色づいたにもかかわらず、
ヒマワリの２番花が咲きました。

市民の皆さんが撮影した写真を掲載します。
子どもの写真（中学生以下）、市内のイチオシ風景や穴場スポットの
写真、ペットの写真、偶然撮れたおもしろい写真（珍百景）など、気軽
にご応募ください。
応募の際は、①応募者の住所・氏名・連絡先、②掲載する際の名前（氏
名・ペンネーム・匿名のいずれかを記載）、③写真のタイトル、④写真
について一言（50字程度）記載してください。
■問合　総合政策課広報広聴グループ
Ｅメール：sohgohseisaku@city.nasukarasuyama.lg.jp

ミョウガを収穫中に偶然発見しました。花かと
思いネットで調べた所ミョウガの実でした。

平野さん

委員長

小池さん

委員

大金さん

委員

石塚さん

委員

小池さんの作品

平野さんの作品

石塚さんの作品 大金さんの作品

受賞者と選挙管理委員会委員の皆さん受賞者と選挙管理委員会委員の皆さん
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見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォント
を採用しています。

「QR」コードは㈱デンソーウェーブの
登録商標です。
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